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米国関税・物価高対策
【米国関税対策】

【物価高対策】
国は物価高対策として、ガソリン価格引き下げ（値下げ幅１０円、5/22～）に加え、夏の酷暑対策の一環として電気・ガス料金負担軽減支援
措置の再開（７～９月）について、５月中に詳細決定方針（米価格上昇についても対応策を検討）
⇒ 国の動きも見つつ、県独自の物価高対策を編成し、緊急かつ機動的に対応

・低所得者や多子世帯等に対する生活費支援（米価高騰分を考慮して支給額を増額）
 ・LPガス等利用料金の負担軽減支援  ・子ども食堂への食材費高騰分支援 など

今後検討される国の支援策の適用促進を図るとともに、刻々と変化する自動車関税・相互関税等の米国関税措置に、県内
産業が機動的に立ち向かうための緊急支援策を６月議会に向けて具体化

サプライチェーン再構築・需要獲得・多角化等による競争力強化

コメ生産の拡大

✓ 地域経済変動対策資金「アメリカ関税特別対策枠」に加えて新たな融資等による支援を検討

✓  輸出関連企業の海外販路・サプライチェーン見直し等に対応する外需獲得策の支援拡充
（生産拠点・販売策の切替等への支援）
✓  自動車関連部品製造企業等の体質強化・多角化（生産性向上・技術開発・新事業展開等）
への集中支援

資金繰り支援の強化

✓  米国からの輸入拡大に対する懸念や国内のコメ不足に対応するため、特に規模拡大を進めている 
中規模の担い手農家の省力化、低コスト化に必要な機械導入の緊急支援
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県産米の作付面積が上昇
（R7.4月末時点）

［県内企業の声］
現時点で顕著な影響は確認されていないが、
日米交渉・自動車メーカー等の動向による影
響を懸念

○⼈⼝減少に⻭⽌めをかけ、「令和の改新」の実現に向けた県⺠運動につなげるための全庁体制の部局横断プロジェクトチームの本格稼働
○流動化する国際情勢や現下の物価高など、地域経済・県⺠生活に影響を及ぼす喫緊の行政課題へ機動的な対応
⇒県庁内外の調整力強化のため、統轄組織や統轄監の機能強化を条例も含め検討

行政課題への対応力強化へ
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大規模林野火災を踏まえた対策強化の暫定運用（5/15～）

■今後のスケジュール  ・６月頃 地域防災計画案(林野火災対策編を含む)のパブリックコメント ・７月頃 防災会議で審議・決定

■対策強化の主な内容
○発生（覚知）直後からの情報共有
・発生(覚知)したら、消防局、市町村、県、自衛隊で情報共有する連絡体制を整備
・情報共有するとともに、延焼拡大の可能性を見据え、今後の各々の役割を準備
・広域応援を見据え、中国５県に情報共有・連携

○鳥取県総合防災情報システムによる情報共有
・被害状況等を、県、市町村、消防局、自衛隊、県警で共有するツールとして活用

○ヘリ投入時期の前倒し（要請検討目安の設定）
・発生(覚知)と同時に、消防防災ヘリに準備依頼、要請後速やかに出動できる体制を整備
・延焼拡大のおそれがある時点で、速やかに近隣県の消防防災ヘリ、自衛隊ヘリの派遣要請（発生後３時間で原則要請）

○機動性を活かしたドローンの有機的活用
・消防局、ドローン･レスキューユニット等投入可能な資源を効果的に組み合わせ
・ドローン特性を生かした火災状況確認、熱源特定、残火処理に活用

○臨時防火帯の検討
・家屋に影響が生じる可能性がある場合は避難指示とともに臨時防火帯設置を検討
※消防法第29条に基づく消火活動中の緊急措置

○消防水利のローラー点検
・消防局、県(消防防災ヘリ)、市町村(消防団)により、森林付近の水利を改めて確認・点検
   ※ヘリ指定給水場所として県内77か所を把握：河川(千代川など）、ダム(賀祥ダム、殿ダムなど)、ため池(大山池など)等

     ※隣県の応援時にも活用

・関係機関による林野火災想定訓練等で確認し、随時見直し

○フェーン現象や異常気象を踏まえた予防啓発の徹底
・フェーン現象で延焼拡大した鳥取大火の事例や異常気象の状況等を考慮した注意喚起
・異常気象により乾燥が激化、早期化

○燃えにくい樹種の検討
・市町村や森林組合と連携しながら、林野火災復旧に向けて燃えにくい樹種に配慮した林相構造を目指す
※燃えにくい樹種：イヌマキ、コウヤマキ、コウヨウザン等

●県林野火災対策検討会(4/28)の結果を踏まえて対策を強化し、暫定運用
●発生直後から関係機関と情報共有し、広域支援体制を早期に確立
●初期段階での封じ込めを最優先、延焼拡大を最大限防⽌

消防防災ヘリの空中消火

自衛隊ヘリ(CH-47)
一度に大量散水可能

(消防防災ヘリの約10倍)

訓練（ホース中継）

(引用：陸上自衛隊HP)
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発生（覚知）直後からの情報共有

鳥取県総合防災情報システムによる情報共有

ヘリ投入時期の前倒し（要請時間の設定）

機動性を活かしたドローンの有機的活用

臨時防火帯の検討

出水期に備えた
鳥取県水防訓練（5/18）

千代川河川敷で
６年ぶりに実施

◆関係機関が各種訓練を実施

•要配慮者施設における避難訓練

•自衛隊、警察、消防による埋没車
両からの土砂災害対応救出訓練 

•消防団、鳥大生による水防工法
訓練 他

•鳥大防災Lab.（ラボ）による
防災グッズ等の展示

•自衛隊、鳥取県東部消防局、
鳥取警察署による制服等の試着
コーナー 他

◆ブースでの各種体験・展示



「子どもたちを守るためのインターネット・ SNS適正利用推進専門家チーム」 発足

＜委員＞

塩田 真吾氏  静岡大学准教授

森山 沙耶氏   (一社)日本デジタルウェルビーイング協会代表理事

池田 夏暉氏  青翔開智中学校・高等学校教諭

武内 稔衛氏 県PTA協議会 

青少年健全育成条例の実効性確保に向けて専門家が検討

第１回検討会：６月４日

・子どもの発達段階に応じたフィルタリングの具体的な設定方法

・相談の仕方や県の相談体制の検討

・メディアリテラシー指導に係る保護者・学校への支援

・性的広告対策の検討

・罰則など実効性強化等の検討

⇒性的広告対策について国に問題提起

条例改正後の反応・効果

・教育関係者等から改正の趣旨についての説明依頼の増加

・家族や友⼈以外に自分の写真を共有しないよう気をつけたい

・自分で判断できるよう、正しい使い方について知識を増やしたい

・子どもが加害者になることもあり得ることを知りショック

・子どものタブレットに表示される性的な広告が悩み

➢ 写真などの個人情報をSNSに投稿する行為に対する
危機意識の高まり（第三者による悪用の可能性）

➢ インターネットの脅威から子どもを守るための取組への
理解の進展

⇒謎解きゲームでファクトチェックを
 学ぶ 「レイのブログ」を活用した
 メディアリテラシー出前講座

⇒被害児童への訴訟支援

県議会議員米子市選挙区補欠選挙 

全国初、自らの当選を目的として
候補者となる旨の宣誓書導入

●5/16 告示・立候補届出

 ●5/25 投開票

これからの県政を託するに

ふさわしい候補者に投票しましょう

６
月
補
正



アンコンシャス・バイアス解消等に向けた県民運動を推進するため、
「みんなで話彩や（はなさいや）チーム」を結成し、多様な声を聴取  
学生、若手社会人と県の１０名程度で構成
＜結成式・第１回戦略会議＞（5/22 エースパック未来中心）

「若者・女性にも選ばれる、働きやすく暮らしやすい
地域づくり」に向けた県民運動の本格展開へ

⇒ 若者目線で「話彩や」の輪を広げながら、
 地域や企業など自らの行動変容を促していく

撮影／山岸 伸

アンコンシャス・バイアス解消の意識醸成に向けた
県民運動をキックオフ （セミナー申込〆切：6/20）

＜男女協働未来創造セミナー＞(6/29 エースパック未来中心)

講演   武田 真一 氏 ｢これまでの働き方､これからの生き方｣
仕事と家庭の両立やアンコンシャス･バイアスをテーマに講演

✿ 「みんなで話彩やチーム」トークキャラバン✿ （月１～２回）
         地域・企業や県民の集う場等での対話・啓発、意見交換

✿ 「みんなで話彩やチーム」企画の井戸端トーク✿ （月１回）
         集いの場である「よりん彩」を活用した企画、対話、意見交換

第３期 燕趙園無料化試行実施（5/16～7/15）

期間限定で入園料（通常大人500円、小・中学生200円）が
無料になります
・5月31日、6月1日  中華コスプレ大会
・６月２日～30日   湯梨浜町商工会との連携フェア

 (地元自慢の品々（野花梅の特
  産品等）を販売）

・6月１日～30日 児童節（中国の子どもの日）等
カードゲームや中国漫画コーナー
設置、土日は縁日

＜スイーツ屋台出店＞

・杏仁ミルクティー ・中国茶
・バニラアイス ・マーブルアイス
・シャーベット ・かき氷 等

鳥大医学部に新たな地域枠を設置 (R8～)

①恒久定員を活用
②専門医取得､公衆衛生､基礎研究の３つの進路
③初期研修､専門医取得は鳥大プログラムで

◆県は地域医療強化医師確保奨学金を新設、支援
（６月議会に予算・条例案を提案予定）

  卒業後６年県内勤務
（初期研修２年＋専門医取得、公衆衛生、基礎研究４年）

 ７名  地域枠総数:29名→34名

・県内医師の確保・定着促進
・大学の医師派遣機能強化を期待

◆鳥大病院再編にあたり、医療機能向上に向け
 県としても協力を行う

返還免除

人 数

特 徴

傷病鳥獣・不法投棄通報ネット「とりパト」運用開始

◇傷病鳥獣や不法投棄情報を電話通報からネット通報へ！
①専用サイト画面 ②位置情報の設定、

写真を添付して通報

【とりパトURL】
https://sks.pref.tottori.lg.jp:5100/

傷病鳥獣の通報は全国初

・電話聞取りによる通報者の負担軽減
・正確な位置情報の把握による迅速な対応



サンド・アライアンスによる万博パビリオン間連携事業スタート

台北市・新北市におけるトッププロモーション

◆砂ンプラリー（SAND QUEST）（7/1～）
・加盟国パビリオン及び鳥取県ゾーンでスタンプをゲット

⇒スタンプ2個以上で各パビリオンからプレゼント進呈

鳥取県ゾーンでは「まんが王国のしおり」をプレゼント

◆鳥取砂丘ビジターセンターでプレゼント
・ヨルダンやサウジアラビア王国など加盟国の魅力をパネル等で紹介（7/1～）

・加盟国スタンプ提示で、「砂絵はがきを」プレゼント（7/1～）

・「万博来場後に鳥取砂丘を訪れた方」「鳥取砂丘を訪れた後、

万博に来場予定の方」にはサンキューカードを配付

鳥取県ゾーン おスナおスナの大盛況
連日２千人を超える来場があり、

子どもから大人まで、国内外問わず幅広い方々が、
砂やマンガなど鳥取の魅力を満喫中！

来場者数75,950⼈(4/13～5/14)(速報値)

来場者への聞取りアンケートでは、

ほぼ100％の方が「満足」、100％の方が

「鳥取に行ってみたくなった」と回答。

【4/23 ヨルダン館との締結式】 【5/7 サウジアラビア王国館との締結式】

◆５月１６日～１８日、ワールドマスターズゲームズ(WMG)2025（台北市、新北市）
◆タイガーエア就航を前に本県の食・観光を発信 WMG2025会場で関西共同PR

食・観光のプロモーション（鳥取県) ◼ WMG2027関西大会PR
及びKANSAI観光プロモーション

◼ WMGイベント会場での関西大会プロモー
ション(鏡割り)、湯梨浜町長とのグウンド・ゴ
ルフ試打式によるPR

◼ 自転車、柔道、アーチェリーの台湾競技団体
への本県PR、関西大会への参加促進 等

■「ザ・ランディス台北」で「食パラダイス鳥取ナイト」を開催
→髙山英紀シェフ（アントル・ヌー）による鳥取和牛・ベニズワイガニ・県産酒等を
使ったスペシャルメニューを提供
→旅行社、航空会社等へ鳥取の魅力を発信
→鳥取県観光大使による鳥取の魅力と米子－台北便を紹介
■市民向け観光説明会を開催し、ブロガーからの生の鳥取の魅力を紹介 等

市民向け観光説明会の様子

鳥取和牛台湾特命大使 髙山英紀シェフ



★モデルスキーム（店舗の規模、業種等による標準型）

や補助制度（店舗内外掲示物作成、地域住民への広報

等への支援）を設定し、県内での普及を推進。

今後の方針

「スローショッピング」東部、西部で初

➤認知機能に不安を感じている方でも、ゆっくり買い物が楽しめる

 「スローショッピング」を４月にファミリーマート（中部）で順調 
に実施できたことから、さらなる拡大を目指し、東部と西部でも
初開催します。

➤今回は包括連携協定企業のスーパーマーケット（初開催）で実
施します。

店舗 日程 内容

◆イオン鳥取北店 5/21(水)
・専用レジ
・店員によるゆっくり聞き取り
やすい口調での応対

・福祉施設職員や店員による付
添い、買い物支援◆マルイ車尾店 5/22(木)

写真：中部で実施の様子

5/22 将来世代応援知事同盟サミットinふくい

⚫魅力ある働き方・職場づくり等について有識者（翁百合日本総研

理事長ほか）を招いて各県知事が意見交換

⚫子育て支援等に積極的な企業の表彰（(株)イーウェルE-space
米子がエントリー ⇒鳥取県庁で表彰伝達式）

⚫地方創生や人口減少問題等について「ふくい声明」をとりまとめ

社会全体で将来世代を支援する仕組み
の構築を目的に26道府県知事が参画

令和６年度の時間外勤務実績（速報値）

令和５年度実績より減少（前年度比 97.0％）

時間外勤務縮減に向けた今年度の対応
①デジタル技術を活用した県庁業務改革の継続した推進
②時間外勤務の要因分析・改善方策の検討
③所属長を対象としたワークライフバランスの意識づけ研修の実施
（若手職員県庁働き方改革緊急対策チームによる提案を受けて開催）

令和６年度 令和５年度 減少率

総時間数 387,226時間 399,035時間 ▲3.0％

職員1人あたり
月平均時間数

13.2時間 13.6時間 ▲2.9％



鳥取砂丘ボランティア除草

ボランティア夕方除草は、5月30日からスタート。皆様のご参加をお待ちしております！

2回参加された方にプレゼント！
・砂丘の海岸漂着プラスチック等を使用
したアクセサリー（今年度から追加）
・砂丘の外来草（チガヤ）をすき込んだ
  和紙のレターセット
・除草した草を活用したエコ堆肥 等

アクセサリー

第３期 燕趙園無料化試行実施（5/16～7/15）

定員100名（男性50名・女性50名）に達したため、定員を110名まで増やして
女性参加者を追加募集中（〆切：5/18）＜男性は定員に達したため募集終了＞

昨年度100名参加→29組のカップルが誕生

＜鳥取砂丘フィールドハウス周辺でマッチングイベント＞
・オミカレ社のマッチングアプリ「オミカレLIVE」を活用したマッチング
・借り人競争や綱引きのレクリエーションで交流
・砂丘ヨガやフォトウォーク、「砂プリン」を食べながらフリータイムデート （令和６年5月25日

オミカレ連携イベント）

女性参加者
募集中！

（とっとり未来創造タスク
フォースもスタッフとして参加）

◇ボランティア夕方除草

毎週金曜日 18時～19時30分（期間：5月30日～ 7月4日）

◇ボランティア早朝除草
毎週土・日曜日 6時～７時30分 （期間:7月12日～９月7日)

※8月16日（土）、17日（日）は実施しません

◇観光客除草、教育旅行・課外活動除草、アダプト除草 随時受付しています！

「鳥取砂丘×マッチングイベント（5/24）」大好評につき定員を増加！×

レターセット エコ堆肥

★本日(5/15)から出演者募集(～8/18)★

参加対象は県内の学校に通う中・高校生（県内在住の高校生年齢の方も含む）

①ヴォーカル部門（カラオケ、アカペラ等） ②演奏・バンド部門（インスト、バンド、弾き語り等）

申込は専用応募フォームから ★詳しくは“とりネット”に掲載＜フェス日＞令和7年10月19日（日）・みなとテラス市民ホール

～鳥取県の中学・高校生等による音楽フェス～ CATCH the STAR ミュージックフェス2025 ★参加者募集★ 
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Free! ×岩美町 －Starting point for a New Journey－
★初のコラボイベント開催★

まんが王国とっとり展
絵師人材バンク開設10周年

5/25(日) 岩美町内
 ・ キャスト＆スタッフトークショー
   （１日２回公演）
・ キャストと巡る周遊バスツアー

 ・ 「Free!」スポット周遊バス運行
・ 浦富海岸遊覧船特別運航 ほか

Free! ×岩美町

寺西竜也さん、小村博明さん

はじめ鳥取県ゆかりの

漫画家・イラストレーターの

作品が大集合し県内各地で

展示（入場無料）

とりぎん文化会館 
5/28～6/3

鳥取県立美術館 
6/7～15

米子市立図書館 
6/20～26

5/24(土) 昼夜２回公演
とりぎん文化会館 梨花ホール

Free! Series
オーケストラコンサート2025

【県立美術館】
GW期間中に「24,033名」が来場
5/5(月・祝)は
過去最高5,600名/日を記録

倉吉白壁土蔵群（18,764⼈：21％増）
二十世紀梨記念館（9,150⼈：9％増）など

【道の駅ほうじょう】
オープンから5/6までに県内外の
幅広い客層52,000人が来場
（多い日は1日5,000人が来場）

ゴールデンウィーク中部全体の観光客増加！

相乗効果
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